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Abstract 
There is an urgent need to solve the recent problems of care worker turnover and shortage in 
long-term care institutions. This study is based on the perspective that the level at which 
organizational or agency mission is absorbed and the level at which practice matches such 
mission have an influence on positive working conditions for staff. Therefore, interview surveys 
on mission absorption levels were conducted with care institution staff in 3 organizations that 
have agency missions and aim for their realization. The objective was to describe the effects of 
mission absorption to the care field, as well as the factors that block or facilitate such absorption. 
This presentation reports on survey results from 14 ordinary care workers in community-based 
care facilities. The results show that positive working conditions for care workers were 
influenced by senior staff, namely their working attitudes matching agency mission and the way 
how their engaged clients. Moreover, even when busy with duties, as staff were embraced by 
their seniors, working for the clients and practicing according to client wishes raised worker 
satisfaction and their desire for continued employment. 
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 調査対象者は、本研究に同意してくれた 3 県の 3 つの社会福祉法人における地域密着型介護福
祉事業所の一般介護職員 14 名である。調査対象者の属性は、男性が 5 名、女性が 9 名であった。 
年齢は、20歳代が 2名、30 歳代が 2名、40歳代が 5名、50歳代が 2名、60歳代が 3名であった。 

















研究倫理審査委員会（椙山女学園大学）の承認を得て実施した（平成 29年 No.4）。 
４．結果と考察  
いずれの介護職員も《理念の解釈》として、掲げられている理念の文言そのものを覚えている
だけではなく、意味を解釈し説明してくれた。《理念に対する認識》として、理念の一部分の文言
については、わかりづらく難しいと語る職員もいるものの、理念の内容が、「当たり前のこと」、
「理念を聞いて親しみやすさを感じた」、「『互いに生かされている』といった部分が最もしっくり
くる」と語られ、介護職員には身近なものになっていた。理念については、判断に迷いがある時
に参考にしているという職員がいる一方で、仕事が忙しくなったり、現場では理念をいつも意識
して働いているということは無いという職員もいた。 
 しかし、理念に基づいた実践を行っている自分たちの法人や事業所に対しては、「理念と矛盾し
ているようなことは無いと思う」、「叶えられそうにないと思っていた利用者のニーズを、上司が
代替案を考えてくれた」等と語られ、理念に基づいた支援をしようとする事業所や上司の姿勢や
言動が介護職員には良い印象で受け止められていた。また、利用者のためになることを考える自
分たちの意見を支え、認めてくれる職員間の人間関係の良さなどによって、就業継続意欲が高ま
っていた。これらのことから、理念がわかりやすく、その理念を実現させようとしている事業所
や管理クラス職員の言動が、一般介護職員に与える影響は大きいと考えられた。 
